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山
々
の
紅
葉
は
、
一
層
色
濃
く
日
ご
と
に
人
里
に
下
り
て
き
ま
し
た
。

秋
空
に
澄
ん
だ
青
と
の
調
和
が
一
年
中
で
最
も
美
し
い
季
節
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
十
一
月
と
も
な
れ
ば
も
う
年
の
瀬
、
な
ん
と
一
年
は
早
い

こ
と
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
は
ど
う
お
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

十
月
の
体
育
の
日
に
四
国
四
県
の
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
が
、
高
松
市
の
ホ

テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
南
野
知
惠
子
先
生
を
お
招
き
し
て「
看
護
と
政

治
」の
特
別
講
演
を
頂
き
、
そ
の
あ
と
法
務
大
臣
退
任
祝
賀
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
各
県
か
ら
は
旧
役
員
、
現
役
員
の
方
々
も
大
勢
馳
せ
参

じ
て
い
た
だ
き
盛
会
裏
の
中
に
連
盟
の
大
き
さ
を
再
認
識
い
た
し
ま
し

た
。
私
た
ち
は
先
人
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
今
の
看
護
界
が
あ
る
こ
と
を

忘
れ
が
ち
で
、
連
盟
に
加
入
し
て
初
め
て
分
か
っ
た
と
い
う
方
も
多
い
で

し
ょ
う
。
医
療
の
発
展
と
共
に
保
助
看
法
を
見
直
す
時
期
に
来
て
い
る

こ
と
、
現
場
に
お
い
て
は
深
刻
な
問
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で

す
。「
現
場
の
声
」に
は
政
治
的
介
入
が
な
い
と
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と

が
伺
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
人
々
の
命
を
守
る
職
種
で
あ
り
、
職
場
で
す
。
私
た
ち
自
身

が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
に
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
皆
で
考

え
ま
し
ょ
う
。
一
人
ひ
と
り
の
力
を
結
集
し
大
き
な
政
治
力
に
看
護
職

が
介
入
す
る
こ
と
こ
そ
絶
対
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
健
闘
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
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研修計画研修計画（1111月～月～1月）月）�研修計画研修計画（1111月～月～1月）月）�研修計画研修計画（1111月～月～1月）月）�
会　場� 対　象�講師・演題�日　時�

松山市�
いよてつ会館5階�
ブリリアントルーム�

・都道府県役員�
・支部長�
・支部役員�
・施設連絡員�

阿津公子先生　日本看護連盟常任幹事�
三原淳子先生　日本看護連盟幹事�
『ルールを知って、�
　　　　　　　安心して活動しよう』�

11/15（水）�
10：00～�
　　12：00

愛媛看護研修センター�
大研修室�

・会員及び�
非会員�

石毛宏典先生　四国アイランドリーグ�
コミッショナー・代表取締役�
『人を育てる』�

11/25（土）�
10：00～�
　　12：00

宇和島市�
ニュー兵頭�
サブライムホール�

・南予会員及び�
非会員�

若松進一先生　愛媛大学非常勤講師�
夕日のミュージアム名誉館長�
『心ゆたかに生きる』�

12/2（土）�
10：00～�
　　12：00

西条市�
村上記念病院�
多目的ホール�

・東予施設連絡員�グループワーク�
参院選に向けて各施設での取り組み�

1/20（土）�
13：30～�
　　15：30

愛媛看護研修センター�
大研修室�

・中予会員�永江孝子先生　南海放送アナウンサー�
『ことばの学習』�

1/20（土）�
13：30～�
　　15：30

研修計画（11月～1月）�
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次回参議院議員選挙の候補予定者決定次回参議院議員選挙の候補予定者決定�

松原まなみさん�
日本看護協会・日本保育推進連盟推薦�

次回参議院議員選挙の候補予定者決定�

松原まなみさん�
日本看護協会・日本保育推進連盟推薦�

次回参議院議員選挙の候補予定者決定�

松原まなみさん�
日本看護協会・日本保育推進連盟推薦�

1958年

資 格

学 位

学 歴

1971年

1974年

1977年

1980年

1981年

1982年

1984年

1986年

1990年

1994年

2002年

島根県生まれ　現在福岡県行橋市在住

前福岡県立大学看護学部教授

NPO法人 自然育児友の会　理事

看護士・助産婦・保健師

看護学修士・歯学博士

島根県広瀬町立広瀬小学校卒業

島根県安来市立安来第一中学校卒業

島根県立松江北高等学校卒業

鳥取大学医療技術短期大学部看護学科卒業

京都大学医療技術短期大学部専攻科助産学終了

千葉大学看護学部看護学科3年次編入

千葉大学看護学部看護学科卒業

千葉大学院研究科看護学専攻　看護学修士号取得

米国アラバマ大学看護部継続教育部客員研究生

朝日大学歯学部小児歯科学講座　研究生

米国ジョージア州立大学ポストDr コース留学

職 歴

1981年

1986年

1988年

1992年

1994年

1996年

2003年

2006年

主な著書
「母乳育児の看護学　考え方とケアの実際」メディカ出版（共著）
「PO的思考による看護過程の展開」中央法規出版（共著）

教育ビデオ
「やさしい母乳育児：コツがわかれば簡単・楽しい」メディカ出版

翻訳書
「疲労・吐き気・安楽の臨床ケア」医学書院（共訳）
「看護研究用語辞典」医学書院（共訳）

大阪　北野病院助産師勤務

京都大学医療技術短期大学部　助手

鳥取大学医療技術短期大学部　助手

藤田保健衛生大学衛生学部衛生看護科　講師

松原助産所開業

岐阜県衛生看護部看護大学設立準備室　主任技師

岡山県立大学保健福祉学部看護学科　助教授

福岡県立大学看護学部　教授

退職

松原まなみ 経歴松原まなみ 経歴松原まなみ 経歴松原まなみ 経歴松原まなみ 経歴松原まなみ 経歴松原まなみ 経歴松原まなみ 経歴松原まなみ 経歴松原まなみ 経歴松原まなみ 経歴松原まなみ 経歴松原まなみ 経歴松原まなみ 経歴松原まなみ 経歴松原まなみ 経歴松原まなみ 経歴
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松原まなみ講演会・施設訪問計画�松原まなみ講演会・施設訪問計画�
施設訪問�演　　　題�と　き�

松原まなみ講演会・施設訪問計画�松原まなみ講演会・施設訪問計画�
ところ�

�
今治・西条・新居浜�
四国中央の施設�

�
『看護の価値と主体性・看護倫理�
と意志決定』�

12/19（火）� 東予　・今治市�
　　　今治国際ホテル�
　　　・新居浜市�
　　　 リーガロイヤルホテル�

松山・東温・伊予�
他中予の施設�

『看護の価値と主体性・看護倫理�
と意志決定』�

12/20（水）� 中予　松山市�
　　　いよてつ会館�
　　　ブリリアントルーム�

宇和島・八幡浜�
西予・大洲他南予の�
施設�

『看護の価値と主体性・看護倫理�
と意志決定』�

12/21（木）� 南予　宇和島市�
　　　ホテルクレメント宇和島�

中予の施設�12/22（金）� 中予�

こんな現実を変えていきたいこんな現実を変えていきたいこんな現実を変えていきたいこんな現実を変えていきたいこんな現実を変えていきたいこんな現実を変えていきたいこんな現実を変えていきたいこんな現実を変えていきたいこんな現実を変えていきたいこんな現実を変えていきたいこんな現実を変えていきたいこんな現実を変えていきたいこんな現実を変えていきたいこんな現実を変えていきたいこんな現実を変えていきたいこんな現実を変えていきたいこんな現実を変えていきたい
●疲弊する看護職　●目指す看護が見えなくなっている　●患者が泣いている

●看護職が悲鳴をあげている　●手を差し伸べられない看護の現場
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個々の思い思いの絵が描かれたかまぼこ板が全

国から集まっており、その一枚一枚の絵を通して描

いた人の心や人生観がみえたような気がしました。

普段は少ない他の病院の方々との交流もでき、

新鮮で充実した研修でした。今後は看護職につい

てより広い視野で学んでいきたいです。

済生会西条病院　兵頭聖子

今まで看護と政治を結びつけて考えたことはな
かったのですが、政治によって看護師の環境を整え
ることで、よりよい看護を患者様に提供することが
できるのだということを知りました。今後はもっと
政治に興味を持っていきたいと思います。
また、松原まなみさんについても、どのような人

であるかや、高い志を持っていることを知ることが
できました。

住友別子病院　宮崎織永

看護連盟の歩みでは、先輩方の働きかけにより夜勤手
当の引き上げや改善がなされ、看護師という職業を専門
職として確立していったことを知り、私が今の労働環境で
働くことが出来るのも先輩方の活動の成果により得られ
ているのだと思いました。これからは時代の流れやニー
ズの変化にも対応できる様に、これから看護師として働
く人に対して働きやすい環境を築けるように、私にできる
ことをしていきたいと思います。

村上記念病院　樋口朋恵

今まで看護連盟のことをほとんど知らずに会員となって

いましたが、今回の研修を通して少し理解ができたように

思います。一度も選挙に参加したことのなかった私ですが、

次回は投票に行こうと思いました。

かまぼこ板の絵は想像以上にすばらしく、感動しました。

この感動を患者様や今回参加できなかった同期の看護師

達にも伝えたいです。

石川病院　宮田美香

今まではよくわからない部分も多かったのですが、バス

の中で分かりやすく説明していただき、連盟の一人として具

体的にどうしていけば良いのかがよくわかりました。

バスでの研修は今回初めてということでしたが、支部の

方々のおかげで楽しみながら理解･交流を深めていくことが

出来、とても充実した研修になりました。

済生会今治病院　高岡亜美

平成平成18年9月2日（土）（土）�
目的目的：①各施設の仲間と日ごろの苦労を分かち合う①各施設の仲間と日ごろの苦労を分かち合う�
　　　　  ②バスの中での研修を通して看護連盟を理解し一会員とし②バスの中での研修を通して看護連盟を理解し一会員としての自覚を深めるての自覚を深める�

平成平成18年9月2日（土）（土）�
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平成18年9月2日（土）�
目的：①各施設の仲間と日ごろの苦労を分かち合う�
　　  ②バスの中での研修を通して看護連盟を理解し一会員としての自覚を深める�

東予支部新規入会者研修�東予支部新規入会者研修�
目的：①各施設の仲間と日ごろの苦労を分かち合う�
　　  ②バスの中での研修を通して看護連盟を理解し一会員としての自覚を深める�

東予支部新規入会者研修�
IN ギャラリーしろかわ�



今
回
初
め
て
宿
泊
研
修
を
計
画
し
て

参
加
人
数
、
会
場
使
用
方
法
、
進
行
等
心

配
の
種
が
尽
き
な
い
ま
ま
、
当
日
を
迎
え

ま
し
た
。

ま
ず
は
会
長
な
ら
び
に
三
支
部
長
か

ら
、
看
護
連
盟
に
つ
い
て
歴
史
・
必
要
性
・

活
動
等
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
会
員

の
一
人
と
し
て
何
を
成
す
べ
き
か
考
え
て

い
た
だ
く
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
交
流
会
で
は
、
若
手
お
笑
い
芸

人
・マ
ラ
ド
ー
ナ
の
出
演
や
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、

更
に
は
先
輩
会
員
有
志
に
よ
る
ハ
ワ
イ
ア

ン
の
特
別
指
導
を
受
け
、
体
を
動
か
し
つ

つ
交
流
を
深
め
る
時
間
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
自
由
時
間
で
は
、

日
頃
の
ス
ト
レ
ス
や
疲
れ
を
温
泉
で
ゆ
っ
く

り
流
し
て
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

２
日
目
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
職
場

は
違
っ
て
い
て
も
抱
え
て
い
る
問
題
や
悩

み
は
共
通
な
の
か
、
和
気
あ
い
あ
い
で
話

が
弾
ん
で
い
た
様
で
し
た
。
ま
た
、
役
員
に

と
っ
て
も
、
新
規
入
会
会
員
の
生
の
声
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

看
護
連
盟
の
活
動
は
、
新
規
入
会
々
員
の

方
た
ち
が
、
今
の
夢
や
笑
顔
を
失
う
こ
と

な
く
進
む
こ
と
が
で
き
る
道
に
通
じ
て
い

る
と
確
信
で
き
た
２
日
間
で
し
た
。

山
内
　
晴
美
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アンケート結果
日時の設定　良い（91％）
宿泊研修　 良い（68％）
※休みをとりにくい、子供が
いるので、検討を！

内容は　良い（77％）
※選挙活動的要素が多い、
難しい、もっと交流を！

今後行動できそうなこと
※選挙に行く！
☆日頃のストレスが発散でき、
新しい友達ができた

ＧＷ　現在困っていること、悩んでいること
・Ｎsが少ないから、業務におわれPtの声が聴けない。
・いつも忙しく、先輩に迷惑をかけたくなくて質問できない。
・教育体制が整っていない。勉強する余裕がない。
・自分の力量より求められるものが大きく、応えられない。
・働きながら大学進学、資格取得(認定・専門看護師)への
職場のバックアップ体制を強化して欲しい。
・卒後教育が病院によって差がある。

スケジュール
1日目
植岡道玄会長　挨拶
ビデオ学習
3支部長による研修
看護連盟について

夕食・交流会
2日目
ＧＷ及び発表
「現在困っていること
悩んでいること」

平成18年9月16日(土)～17日(日)
会場：道後温泉　にぎたつ会館�

目的：「日頃のストレスを発散し、同じ悩みを抱える者同士で語り合うと共に、�
連盟についての学びを深める」�

中予支部
新入会員研修

平成18年9月16日(土)～17日(日)
会場：道後温泉　にぎたつ会館�

目的：「日頃のストレスを発散し、同じ悩みを抱える者同士で語り合うと共に、�
連盟についての学びを深める」�

中予支部
新入会員研修

平成18年9月16日(土)～17日(日)
会場：道後温泉　にぎたつ会館�

目的：「日頃のストレスを発散し、同じ悩みを抱える者同士で語り合うと共に、�
連盟についての学びを深める」�

中予支部
新入会員研修
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日時：平成18年9月30日（土）　会場：国民年金健康保養センターうわじま�

目的：看護連盟の役割を知り、看護連盟について理解を深める�

日時：平成18年9月30日（土）　会場：国民年金健康保養センターうわじま�

目的：看護連盟の役割を知り、看護連盟について理解を深める�

日時：平成18年9月30日（土）　会場：国民年金健康保養センターうわじま�

目的：看護連盟の役割を知り、看護連盟について理解を深める�

南予支部新規入会者研修�南予支部新規入会者研修�

はじめは政治や法律など難しい内容かと研修に対する不安
もありましたが、資料やスライド、そして私たちの目線に立っ
た分かりやすい説明により、内容の理解に時間はかかりません
でした。
現場の声として忙しい、疲れがたまるなどの声が多く聞かれ

ました。私は忙しいという理由で患者様中心の看護ではなくな
るのではないかという不安があります。参加者と交流を深める
中で私と同じように感じている人も多かったように思います。

市立宇和島病院　　　　冨永美智子

看護連盟は看護協会が母体となっ
ており、その看護協会の目的達成のた
め政治活動を行う団体だと知りました。
看護業務や勤務体制など、看護師個
人では解決できないことが看護連盟の
活動を通して見直され、少しでも看護
師が働きやすい環境を築いていくこと
ができるのだと感じました。
宇和島社会保険病院　赤坂めぐみ

研修の中で、参加した他の病院の会員の方たちや役員の
方 と々輪になって食事会も行われました。普段、連盟役員や他
病院の方との交流が少ない私たちにとって交流を深めるよい機
会となりました。
今回の研修に参加し、看護連盟に関心を持つと共に、自分

も一人の会員なのだということを改めて感じました。そして、これ
からは連盟の一員として、日々患者様のためにより良い看護が
提供できるよう自分自身を磨き、がんばっていきたいと思います。

大洲中央病院　栗田　裕

今年看護師になり就職したばかりの私は、何も分からないまま看護連盟の会員と
なりました。今回の研修で、看護協会と看護連盟のつながり、看護連盟と政治の深
いつながりについて学ぶことができました。看護政策を達成するためには必ず政治
活動は必要になります。私が生まれる何年も前から様々な人たちが努力して下さっ
ていました。良い環境で働くことができる喜びを深く感じるとともに、私もチームの一
員として力になりたいと思いました。
松原まなみ先生についてのおはなしもあり、実際に臨床の現場で働かれていた

からこそ理解できる現場の生の声を政界へ伝えていただきたいと思いました。
市立八幡浜総合病院　兵頭智乃　



（7）※ 第 64 号 ※※※※※※※※※※ 連 盟 だ よ り ※※※※※※ 平成 18 年 10月25日 発行 ※

市
立
宇
和
島
病
院
　
吉
井
年
美

私
は
整
形
外
科
病
棟
の
主
任
看
護
師
と
し
て

三
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
南
予
管
理
者

研
修
で
は
、
管
理
者
と
し
て
何
を
す
べ
き
か
そ
の

役
割
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

研
修
講
演
は
看
護
制
度
の
問
題
、
連
盟
の
役

割
、
政
治
参
加
の
必
要
性
等
を
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
な
が
ら
お
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で

「
医
療
は
著
し
く
変
化
し
て
お
り
立
ち
止
ま
っ
て

は
い
ら
れ
な
い
。
管
理
職
は
世
界
の
情
勢
ま
で

把
握
し
て
お
く
べ
き
だ
」と
の
お
話
に
普
段
余
り

新
聞
に
も
目
を
通
す
こ
と
の
無
い
自
分
を
反
省

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
又
、
私
達
は
病
院
の
組
織

の
一
員
で
あ
る
と
共
に
看
護
連
盟
と
い
う
組
織

の
一
員
で
あ
る
こ
と
の
認
識
を
持
つ
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
看
護
に
携
わ
り
看
護

の
現
状
を
知
る
代
表
を
国
会
に
送
り
出
す
為

に「
多
く
の
看
護
ス
タ
ッ
フ
に
投
票
行
動
を
と
っ

て
も
ら
え
る
為
に
ど
う
働
き
か
け
る
か
」を
討

議
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
で
活
発
な
意
見
が
交

わ
さ
れ
、
各
施
設
で
も
看
護
連
盟
の
活
動
や
役

割
に
つ
い
て
の
理
解
不
足
が
問
題
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
身
近
な
具
体
例
を
示

し
、
連
盟
の
活
動
に
現
場
の
声
を
反
映
し
、
職

場
環
境
が
改
善
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
達
す
る

こ
と
が
必
要
と
の
意
見
や
、ス
タ
ッ
フ
の
連
盟
研

修
へ
の
参
加
を
促
す
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。

施
設
内
だ
け
で
は
ど
う
し
て
も
解
決
で
き
な
い

問
題
は
、
私
達
の
意
見
を
代
弁
し
て
下
さ
る
代

表
を
選
出
し
国
会
に
送
り
出
す
必
要
性
が
あ
る

と
理
解
で
き
ま
し
た
。
ま
た
会
費
が
負
担
と
感

じ
る
と
の
意
見
に
対
し
、
支
払
い
方
法
を
工
夫

す
る
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

経
験
豊
富
な
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
意
見
と
触
れ
合

う
こ
と
が
で
き
、
政
治
と
看
護
の
関
係
に
つ
い
て

考
え
直
し
て
み
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

患
者
様
に
安
心
し
た
医
療
、
満
足
で
き
る
看

護
を
提
供
で
き
、
看
護
師
の
健
康
に
も
配
慮
が

出
来
る
職
場
に
す
る
為
、ス
タ
ッ
フ
の
連
盟
へ
の

関
心
を
高
め
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

『
や
っ
て
み
て
、
言
っ
て
聞
か
せ
て
、
さ
せ
て
み
て
、

褒
め
て
や
ら
ね
ば
人
は
動
か
じ
』

研
修
の
中
で
印
象
に
残
っ
た
言
葉
で
す
が
、
ま
ず

自
ら
始
め
て
み
る
、
行
動
し
て
み
る
事
の
大
切

さ
を
学
ん
だ
研
修
で
し
た
。
今
後
も
広
い
視
野

を
持
ち
看
護
に
携
わ
っ
て
い
け
る
よ
う
研
修
会

に
参
加
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
立
八
幡
浜
総
合
病
院
　
棚
田
正
彦

去
る
、
九
月
三
日
宇
和
島
に
て
南
予
支
部
管

理
者
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二
時
間
あ

ま
り
の
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加

者
全
員
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
実
り
有

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

今
、
現
場
で
は
医
療
制
度
改
革
・
診
療
報
酬

の
改
定
に
よ
り
病
院
経
営
や
私
達
看
護
職
に

多
大
な
影
響
が
及
ん
で
い
ま
す
。
安
全
管
理
・

リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
感
染
対
策
・
機
能
評
価

等
の
多
く
の
課
題
に
加
え
、
看
護
師
不
足
や
離

職
等
の
リ
ス
ク
も
生
じ
て
お
り
私
達
看
護
職
の

責
任
は
、
更
に
重
く
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
反
面
危
機
意
識
を
抱
き
つ
つ
も

自
分
達
の
声
を
広
く
社
会
･
国
に
伝
え
る
必

要
が
あ
り
、
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、こ
の
厳
し
い
状
況
の

中
で
働
く
環
境
を
改
善
し
て
い
く
た
め
に
も
政

治
に
関
心
を
持
つ
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

ア
ン
フィ
ニ
は
、
こ
れ
ら
の
鍵
と
な
る
情
報
や

知
識
が
解
り
や
す
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
自
分
自

身
の
勉
強
に
大
変
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
今
や
、

看
護
職
は
広
く
社
会
･
国
政
に
視
野
を
広
げ

看
護
に
反
映
さ
せ
て
行
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
後
の
発
表
で
、
如
何
に
し
て

政
治
に
関
わ
り
代
表
を
国
政
に
送
る
か
多
数
の

意
見
が
出
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
感
じ
た
事
は

職
場
に
於
い
て
政
治
に
対
す
る
無
関
心
や
苦
手

意
識
が
思
い
の
ほ
か
多
い
と
い
う
事
、
又
そ
れ
が

大
き
な
リ
ス
ク
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
し
た
。

そ
れ
に
は
、
職
場
で
の
勉
強
会
や
研
修
会
の
実

施
･
他
病
院
施
設
と
の
交
流
・
意
見
交
換
も
一

つ
の
手
段
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、

私
達
一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
が
必
要
だ
と
思

い
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
に
参
加
し
て
、
意
見
交
換
の
必

要
性
を
強
く
感
じ
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
研
修
会
等
に
参
加
し
自
分
な
り
に
何

か
出
来
る
こ
と
を
見
出
し
、
少
し
で
も
役
立
て

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

南予管理者研修

開催日：平成18年
9月3日（日）

会　場：ホテルクレメント
宇和島

講　師：愛媛県看護連盟会長
植岡道玄

テーマ：看護連盟について

参加者：68名
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平成平成19年度愛媛県看護連盟通常総会が決定年度愛媛県看護連盟通常総会が決定�平成平成19年度愛媛県看護連盟通常総会が決定年度愛媛県看護連盟通常総会が決定�平成19年度愛媛県看護連盟通常総会が決定�
10001000人集会人集会（松原まなみ総決起大会）（松原まなみ総決起大会）�

日　時日　時：平成平成19年6月1717日（日）（日）11：0000～15：00�00�
会　場会　場：アイテムえひめ　小展示場アイテムえひめ　小展示場�

松 山 市 大 可 賀松 山 市 大 可 賀 2 丁 目丁 目 1 － 2 8 �2 8 �

松原まなみさん来県決定松原まなみさん来県決定�

日　時：平成19年6月17日（日）11：00～15：00�
会　場：アイテムえひめ　小展示場�

松 山 市 大 可 賀 2 丁 目 1 － 2 8 �

松原まなみさん来県決定�

10001000人集会人集会（松原まなみ総決起大会）（松原まなみ総決起大会）�1000人集会（松原まなみ総決起大会）�

どこからともなく金木犀の香りがただよってくる季節になりました。
会員のみなさまには、日頃より連盟通信えひめのご愛読をいただきありがとうございます。
これからもより親しんでいただけるよう広報委員一同がんばります。
ご意見ご感想を連盟事務局あてどしどしお送り下さい。
お待ちしております。

広報委員会　担当役員　有請千代美　政岡　千種
委　　員　大野タエ子　井上より子

金沢　千代　向井すが子
大河美由紀

愛
媛
県
看
護
連
盟
会
員
研
修
会
報
告

連
盟
幹
事
　
政
岡
千
種

去
る
九
月
十
日
愛
媛
県
看
護
連
盟
の
会
員

研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
研
修
は
、
県
単
位
で

行
う
も
の
、
支
部
単
位
で
行
う
も
の
、
施
設
で

の
ミ
ニ
研
修
等
に
分
か
れ
て
お
り
、
内
容
も
管

理
者
研
修
、
施
設
連
絡
員
研
修
、
会
員
研
修
、

新
規
入
会
者
研
修
と
段
階
別
に
実
施
さ
れ
て
い

る
。
今
回
は
県
主
催
の
会
員
研
修
で
、
参
議
院

議
員
清
水
嘉
与
子
先
生
の「
看
護
と
政
治
」の

講
演
、
東
松
山
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
安
藤
眞

知
子
所
長
の「
療
養
通
所
介
護
が
制
度
化
さ
れ

る
ま
で
の
道
の
り
」と
い
う
体
験
談
発
表
で
あ
っ

た
。今

更
言
う
ま
で
も
な
い
が
看
護
連
盟
は
看
護

協
会
の
目
的
達
成
の
た
め
に
誕
生
し
た
政
治
団

体
で
あ
る
。
看
護
協
会
は
昭
和
二
十
一
年
の
設

立
以
来
、「
質
の
高
い
看
護
の
提
供
」を
目
的
に
、

会
員
へ
の
教
育
や
福
利
厚
生
等
へ
の
支
援
活
動

を
通
し
て
看
護
水
準
の
向
上
を
図
っ
て
き
た
。

し
か
し
私
達
が
抱
え
る
問
題
の
中
に
は
政
治
的

手
段
で
し
か
解
決
で
き
な
い
問
題
も
あ
り
、
国

政
の
場
に
私
達
の
代
表
を
送
ら
な
け
れ
ば
、
と

い
う
こ
と
で
昭
和
三
十
四
年
看
護
連
盟
が
設
立

さ
れ
た
。
以
来
今
日
ま
で
組
織
代
表
を
国
政
に

送
り
続
け
、
法
律
の
制
定
や
改
定
、
労
働
条
件
、

看
護
教
育
の
改
善
等
で
私
達
の
職
場
環
境
は
大

き
く
変
化
し
た
。
清
水
先
生
は
平
成
元
年
の
初

当
選
以
来
、
三
期
十
八
年
の
長
き
に
わ
た
り
看

護
議
員
と
し
て
、
数
々
の
看
護
政
策
に
携
っ
て
こ

ら
れ
た
。
今
回
の
講
演
で
は
そ
の
成
果
の
一
端

が
語
ら
れ
、
改
め
て
組
織
代
表
が
国
政
の
場
に

い
る
こ
と
の
重
み
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
。
続
く

安
藤
所
長
の
発
表
の
中
で
も
、
当
初
は
医
療
型

多
機
能
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
始
ま
っ
た
療
養
通
所

介
護
が
、
公
的
支
援
を
得
て
制
度
化
さ
れ
る
過

程
に
お
い
て
、
清
水
先
生
は
じ
め
国
会
議
員
の

果
た
し
た
役
割
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
と
い
う

こ
と
が
紹
介
さ
れ
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
政
治
的

手
段
の
な
せ
る
技
と
、
一
同
大
い
に
感
動
す
る

と
共
に
、
来
年
七
月
で
引
退
さ
れ
る
清
水
先
生

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
つ
つ
、
後
に
続
く
松
原
ま
な
み

先
生
の
必
勝
を
固
く
心
に
誓
っ
た
研
修
会
で
あ

っ
た
。


